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P.1 

 

～地域の力を学校に～『清瀬市学校支援本部』 

学校支援本部とは？ 

地域の人たちと一緒になって、学校が必要とする教育活動などを支援するために設置された組織です。 

“地域コーディネーター”が中心となり、 

体験授業の講師、授業補助、学校行事の運営 

支援・校内環境整備など各種活動に協力して 

くれるボランティアを発掘し、支援したい人 

と学校のニーズをマッチングさせ、様々な活 

動に取り組んでいます。 

これまでも多くの地域住民・地域団体・保 

護者・学生の方々にご協力をいただいてきま 

した。こうした活動は、全国の自治体で広ま 

り、清瀬の小・中学校でも令和２年度から全 

校で設置しています。 

 

「第 2次清瀬市教育総合計画マスタープラン」との関わり 

【基本構想】 基 本 理 念：子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育 

５つの柱の１つ：地域の力で清瀬の教育をつなぎます（地域コミュニティ） 

１６の方向性の１つ：地域の力を学校に生かす仕組みづくりの推進 

【実行計画】 方向性を具現化する施策：学校支援本部の設立及び活動の推進 

 

 

令和2年度から清瀬市内全ての小・中学校に設立実現！ 



P.2 

 

学校支援本部設置状況一覧（Co＝コーディネーター）令和 6年 3月 31日現在 

設置年度 学校 Co氏名 備考 地域連携担当教員 

  統括 齊藤 しのぶ 社会教育委員・民生・青少協等  

H29 清瀬小 
池田 泉 清中Co兼務 小野寺 麻美子 主任教諭 

川邊 裕作 主任教諭 諸川 幸子 清中Co兼務 

R1 芝山小 

大津 里美 元 PTA 

山本 睦世 主幹教諭 山﨑 優子 元 PTA 

原 久美 SSS 

H27 三小 齊藤 しのぶ 
元 PTA会長、二中・三中・四中

Co兼務 
小池 なつき 教諭 

R1 四小 
石垣 沙織 元 PTA会長 

横山 賢作 主幹教諭 
加藤 理菜 卒業生 

H30 六小 
大竹 政雄 六小プロジェクトX代表 

大日方 稔 教諭 
武田 千晴 元 PTA会長 

R1 七小 
木村 葉子 元七小の会役員 

宮脇 雅人 主任教諭 
淡路 真由美 元七小の会役員 

R1 八小 

土屋 有子 八小の会代表 

仲 恵 主幹教諭 山崎 晶子 青少協第一地区委員 

北 真紀 八小の会副会長 

R1 十小 

石崎 勇仁 学校運営連絡協議会委員 

芦澤 マユミ 主幹教諭 岡 利依 学校運営連絡協議会委員 

入江 寛子 学校運営連絡協議会委員 

R2 清明小 
山村 康一 元保護者 

原田 真梨子 主幹教諭 
本間 幸子 青少協第三地区会長 

R1 清瀬中 
池田 泉 PTA会長、青少協 

薄井 友宏 主幹教諭 
諸川 幸子 元 PTA副会長・健全育成等 

H30 二中 
齊藤 しのぶ 

元 PTA会長、三小・三中・四中

Co兼務 阿部 充浩 主任教諭 

福本 麻紀 二中保護者の会 

R2 三中 齊藤 しのぶ 三小・二中・四中Co兼務 亀山 稔 主任教諭 

R1 四中 
髙山 邦子 主任児童員 

平野 彰子 教諭 
齊藤 しのぶ 三小・二中・三中Co兼務 

H30 五中 本庄 佳緒里 元保護者の会代表 平賀 公章 主幹教諭 
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小学校の活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成者：各校のコーディネーター 



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ） 〇

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.４

 その他
の内容

（※）サタデースクール

〇学校運営連絡協議会（年２回）　　〇避難所運営連絡協議会　　　　　　　　　　　　　〇職員会
議にて挨拶

〇教育環境の向上
・クラス補助員（シフト調整）
・朝学習ボランティア→毎週木・金（漢字・算数）
・水泳補助員（シフト調整）
・理科実験補助員
〇講師招聘
・そろばん授業（３年生・４年生）→算数
・出前授業（３年生）→社会・総合
・地域安全マップ（３年生）→総合
・昔遊び（１年生）→総合
〇学校行事補助
・運動会　受付・誘導、安全補助
〇広報
・学校のHPで活動報告や手紙掲載
〇次年度に向けて
・サタデースクールの講師依頼

朝学習ボランティア２年目を迎え、週に２回ボランティアの方に来ていただき丸付けをしていただき
ました。先生方の仕事を軽減することができた。また、継続的に行うことで子どもたちの学習成果が
出てきた。
特定の学年にはなってしまったが、そろばん授業や出前授業を行うことができた。
今年度は、新しい講座を加え、土曜サタデースクールを開講することができました。多くの子供たち
が参加し、有意義な活動になった。
次年度活動に向け、地域連携教諭と協力し、年間の予定表を作成し全学年の児童の為にできることを
増やしていきたい。

延べ　３７０人
人 人

人 人

60人 15人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

30人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

3人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

３０人　　 令和5年度ボランティア数 延べ　１５０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬小学校

清瀬小学校学校支援本部 活動開始年度 H29年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 ２６学級・６７５人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※）

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.５

 その他
の内容

（※）

令和5年度活動、漢字検定、校内環境美化について数回打ち合わせ
芝小保護者の会運営委員会開催

漢字検定開催、ボランティア募集、緑の絆
校内環境美化活動を青少協第四地区委員会と共催

緑の絆を朝行って学校がきれいになるのは気持ちが良いと保護者から伺うことが出来ました。

延べ30　人
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

30人　　 令和5年度ボランティア数 延べ　30人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立芝山小学校

芝山小学校支援本部 活動開始年度 令和元年

3人　　 学級数・延児童生徒数 12学級・344人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.６

 その他
の内容

（※）サマースクール、三小まつり

学期に数回ずつ開催する事務局会（学校、ＰＴＡ、学校支援本部との情報共有）
学校運営連絡協議会への参加

①ようこそ先輩（キャリア教育）保育士、看護師、警察官、キッチンカー運営、市役所職員、ラジオ
パーソナリティ、不動産業、神社神主、自動車整備士、システムエンジニア
②三小まつり→おはなし会開催
③サマースクール（自習教室）→地域の方、学生がボランティア
サマースクール（体験教室）→紙飛行機作り、ライフジャケット体験、算数体験、理解体験、カード
バトル
④自然観察体験→清瀬自然を守る会の方々のご協力
⑤体力テストお手伝い
⑥各ボランティア活動運営→図書ボランティア、中休みおはなし会、漢検ボランティア
⑦出前授業の調整
⑧特色ある学校づくり事業（算数パワーアップ）→4月から月2回程度で算数の採点補助のボランティ
ア

三小支援本部活動は、学校側からの全面的なご協力がありとてもスムーズに運営出来ています。
今年度のようこそ先輩では、10職種の先輩方が「三小の子ども達のためなら」と集まっていただきま
した。
地域の繋がりを感じる事が出来ました。
コーディネーターとしてやり甲斐を感じました。

延べ２５０人
人 人

人 人

３０人 １０人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

４人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

３０人　　 令和5年度ボランティア数 延べ２５０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第三小学校

三小学校支援本部 活動開始年度 平成２７年度

１人＋協力員２人　　 学級数・延児童生徒数 １１学級・２４５人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.７

 その他
の内容

（※）漢字検定実施、行事のサポートなど

・校内清掃サポートと図書室サポートについて
・新入生入学説明会について、集団登校班編制について、転出入児童の班編制について
・草取り集会、運動会、音楽会、セーフティ教室、漢字検定について
・2年生まちたんけん付き添い、1年生むかしあそびについて
・四小保護者の会と学校との打ち合わせ
・卒業対策委員とアルバム業者との打ち合わせ
・新規コーディネーターの選任と令和6年度副校長支援員の選任について
・教職員紹介について
・四小保護者の会寄贈品について、卒業式保護者優先席について

・校内清掃サポート（募集・運営）
・図書室サポート（募集・運営）
・新入生への集団登校班編制作業
・草取り集会の対応（募集・当日運営）
・運動会受付の対応（募集・当日運営）
・音楽会受付の対応（募集・当日運営）
・2年生まちたんけん付き添い（募集・当日サポート）
・1年生むかしあそびサポート（交渉・募集・当日サポート）
・セーフティ教室の対応（講師依頼・謝金調整）
・漢字検定実施（協会との連絡・開催準備・当日スタッフ募集・当日運営）
・四小保護者の会活動サポート
・卒業対策委員の選出と活動サポート
・支援本部コーディネーターを1名追加で選任し、学校と生涯学習スポーツ課と調整を行う
・令和6年度副校長支援員の人選・交渉
・教職員紹介（アンケート実施・紙面作成）
・四小保護者の会寄贈品（紅白幕など）の対応（学校との調整・業者への発注・支払い手続き）
・卒業式における保護者優先席の設定と配置
・新入生用の歌集うたはともだち発注と支払い
・新入生入学説明会への出席と説明

・漢字検定を準会場として久しぶりに開催でき、90名程度（保護者含む）を募集できてよかった。教員の負担が減るよう、
協会とのやり取りから当日運営まで、支援本部が主体となって行えてよかった。
・まちたんけんやむかしあそびなど、たくさんの人数の保護者を集めることは難しかったが、無事に開催ができよかった。
・教職員紹介を作成し、保護者より、読んでいて楽しかったとの声をいただいた。
・四小保護者の会として、運営役員の募集、特に「代表」職の選出に頭を悩ませていたので、学校を交えて相談をし、卒業
式にて優先的に、児童をみやすい席を用意することとした。実際の席の配置について学校と何度も体育館でシミュレーショ
ンをし、当日はとても見やすくてよかったとの声を保護者よりいただいた。

延べ　90人程度
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

設定なし 令和5年度ボランティア数 延べ　　90人程度

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第四小学校

四小学校支援本部 活動開始年度 令和元年度

2人　　 学級数・延児童生徒数 10学級・237人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.８

清瀬第六小学校

六小プロジェクトX 活動開始年度 平成30年度

2人　　 学級数・延児童生徒数 12学級・386人

30人　　 令和5年度ボランティア数 延べ　　60人

六

小

フ

リ

マ

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ　100人
人 人

100人 20人

100人 30人

 その他
の内容

（※）流しそうめん

CS会合（学校運営協議会）　計5回　6月24日、9月2日、10月21日、1月27日、3月2日
　　　　　　　　　　　　　　その他　個別の案件については個々に対応
学校支援本部（協議・情報共有）　随時（メールなどのツールも通信手段として用いている。）

支援活動　教育環境の向上　10月14日　運動会　テント設営ボランティア（学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　　　　　　　　12月16日　花壇整備（花壇ボランティア）
　　　　　　　　　　　　　1月　　　 展覧会　会場作り（学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　　　　　　　　登下校の見守り　PTA主導（ふれあい週間、引き取り訓練など）
　　　　　　　　　　　　　修繕等　図工室作業台天板整備　他

講演講座　5月20日　テーマ「子どもの自己肯定感を高めるために学校ができること」
　　　　　　　　　　講師　学校運営協議会SV 東京学芸大学教職員大学院准教授　増田謙太郎　先生
　　　　　6月24日　土曜講座　絵手紙で暑中見舞いをかこう　　　　　　　地域講師　清水かね子さん
　　　　　　　　　           不登校の「親の会」　　 進行役　NPO法人ウイズアイ　黒田一美さん
　　　　　　　　　　　　     竹加工体験会〜流しそうめんレーン作り〜　地域講師　大竹政雄さん
　　　　　10月21日　テーマ「多様性を尊重しお互いに認め合う心を育てる
　　　　　　　　　　　　　　　　〜子供の造形活動を通して進める心の教育〜」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師　武蔵野大学教育学部児童教育学科　准教授　大杉健　先生
　　　　　1月27日   土曜講座  不登校の「親の会」　　 進行役　NPO法人ウイズアイ　黒田一美さん
　　　　　　　　　　　　　　　大人バンド　　　　　　　　　　　　　本校教諭　大日方稔　先生
　　　　　　　　　　　　　　　不登校の「親の会」　　　　　　　　　地域講師　黒田一美　先生
　　　　　3月2日　　CS発表会　展示作品　絵手紙
　　　　　　　　　　　　　　　大人バンド　ミニライブ

イベント他　7月1日　流しそうめん（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　7月22〜23日　サバイバルキャンプ　中止
　　　　　　11月24日　ミニ六小まつり（協力ボランティア：日本社会事業大学）
　　　　　　2月3日　六小フリマ（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）

コロナ禍の影響が和らぎ、支援本部の活動も拡大を感じる一年だったと感じます。中でも恒例イベントだった
”流しそうめん”の復活は児童、保護者との交流を促し、また地域学生ボランティアの協力により地域との
つながりを試みることが出来ました。
コミュニティースクール2年目はつながりをもった地域コミュニティ、グループや大学などと地域活動の活性化
に
ついて問題点やアイデアを考えることが出来ました。実績の一つとして”六小フリマ”は学校支援本部の今後の
活動に効果をもたらし、要望のあった”地域の交流の場”としても活用出来るヒントを得られたと思います。
学校支援本部として、これらの実績を基により良い支援を進めていきます。



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

 P.９

 その他
の内容

（※）地域づくりの会主催の祭りボランティア、オープンチャット作り

〇　学校運営協議会　〇　松山ＤＸ（地域づくりの会）〇　避難所運営連絡協議会
〇　七小の会（保護者の会）運営委員会　　〇 ４月当初に教職員への挨拶の場
〇　新入生説明会でななサポについて説明

〇　読書、学びへの関心・意欲の向上
　・読み聞かせ→保護者、卒業生、地域ボランティア　・図書ボランティア→保護者
　・漢字検定受付、試験監督→保護者、卒業生、地域の方
〇　講師招聘
　・１～４年生セーフティ教室→清瀬の包括的性教育団体（謝礼10,000円）
　・２年生音楽→清瀬の和太鼓団体２回（謝礼20,000円）
〇　地域とのつながりづくり、児童のボランティア情操教育
　・松山ＤＸ祭り（地域づくりの会主催）→保護者、七小児童、社事大生、清瀬高校生、二中生
　　卒業生、地域の方（元保護者含む）
〇　授業サポート
　　2,3年生校外学習、けやきひのき学級地域ポイントラリー、火起こし体験→保護者、地域の方
〇　学習支援
　・夏休み学習支援→保護者、卒業生　・放課後ぐんぐんタイム→卒業生、地域の方、社事大生
〇　行事支援
　・学習発表会受付、案内、乳幼児室見守り→保護者、地域の方　・総合防災訓練（雨天中止）

〇　卒業生や現役中高生を巻き込む「循環型」ボランティアを行うことができている。
〇　班ごとに分かれて行動するという七小独自の形の校外学習方法ができるのは、ななサポに
　ボランティアを集めてもらえているから。
〇　今年度はLINEのオープンチャットを作り、全体ボランティア・学校図書館・漢字検定という
　トークルームを作成した。おたよりを手にすることができない地域の方（元保護者、卒業生含
　む）への伝達とGoogleフォームでのボランティア募集を行えただけでなく、雨天中止の連絡も
　リアクションをもらうことで簡略・効率化をはかることができた。また松山地域のイベントを
　シェアしてくれる人もいて、チャット内で地域を盛り上げるという、予期していなかった効果も
　生まれた。
    チャットにより、読み聞かせで何を読んだかのシェアも行えている。（ななサポより）
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１２０人　　 令和5年度ボランティア数 延べ３７４人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第七小学校

ななサポ 活動開始年度 平成３１年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １７学級・３０４人

２年生町たんけん
見守りボランティア

松山ＤＸ祭り

ボッチャボランティア



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.10

 その他
の内容

（※）芝生の管理維持作業・読み聞かせ・図書ボランティア・
　　　学校行事の手伝い・通学路点検

〇学校支援本部顔合わせ
〇学校運営連絡協議会（年２回）
〇たいよう学級見守りボランティアについて打ち合わせ
〇ボランティア募集相談
〇運動会手伝いの打ち合わせ
〇まちたんけん付添い打ち合わせ
〇芝生まつり打ち合わせ
〇学習発表会受付打ち合わせ

〇ボンランティア募集
　（チームふわっと・図書ボランティア・読み聞かせボンランティア・どんぐりっ子・パレット）
〇読み聞かせボンランティア日程調整
〇図書ボランティア活動コーディネート
〇たいよう学級見守りボランティア依頼
〇運動会手伝い（受付・片付け）
〇通学路点検
〇まちたんけん付添い
〇芝生まつり…芝生手入れ→遊び（新聞紙たたみ乗り・スリッパとばし・紙飛行機とばし
　　　　　　　・ストラックアウト・輪投げ・ラダーけんけんぱ）
〇美化デー（冬芝種まき）
〇学習発表会受付
〇保護者の会活動のサポート

今年度より学校支援本部でボランティアを募集し、コロナ禍で中断していた活動を再開しました。
保護者の会と共催で「芝生まつり」も新しい形で再開することになり、開催・運営についてサポー
トをしました。４年ぶりの開催でしたが、多くのボランティアや地域の方の協力もあり、200名を超
える児童が参加し楽しい時間を過ごしました。読む力の向上という学校の方策もあり、図書・読み
聞かせボランティアの活動の回数を増やしました。学校側から行事の受付等、相談を受けることも
増え、ボランティアや保護者の会、多くの地域の団体と連携をとりながら、無理なく活動すること
ができました。
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６３人　　 令和5年度ボランティア数 　延べ　　２６０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第八小学校

SN８ 活動開始年度 平成３１年度

３人　　 学級数・延児童生徒数  １７学級・４１７人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.11

 その他
の内容

（※）読み聞かせ、町探検付き添い、大根販売、
運動会設営手伝いなど

〇 十小保護者会での地域支援本部の紹介(4月) → 保護者を対象にご挨拶と本年度の事業の紹介
○ 学校支援本部連絡会(7・11・2月)→Coと事務局とで今後の方針のすり合わせや情報交換を行った
○ 学校運営連絡協議会に参加(6・10・2・2月)
○ 校長先生と情報交換・将来の目標等を話し合い(不定期)

【支援活動事例】
○ 教育環境の向上
・草刈り/落ち葉清掃 → 保護者、地域ボランティア
・図書ボランティア募集 → 保護者、地域ボランティア
・“十小畑”開墾 → 教員・保護者・児童・地域・学生ボランティア
・読み聞かせボランティア → 保護者、地域ボランティア
・町探検の付き添い → 保護者、地域ボランティア
・音楽会オンライン配信サポート → 学校支援本部Co
〇 講師招聘
・三年生蚕学習 → 蚕学習ボランティアピュアシルク (謝礼 20,000円)
・“十小 畑” 開墾指導 と令和5年度作付け計画の立案補助 → 岩田農園 (謝礼 10,000円)

【効果や成果（教員からの声など）】
○ 保護者より学校支援本部のXXさんねと声をかけてもらえるようになった
○ 学校の教員からも感謝の声を頂いている
○ LINEのオープンチャットにて今後の情報発信をしていくシステムを構築した
○ 社会事業大学の学生など今までに無い方面からボランティアを募る事ができた
○ 十小の畑を発展させて、サツマイモや大根などの栽培と収穫ができた。サツマイモは焼き芋の会に、大根は
販売の売上金が学校支援本部の原資になった
○ 学校支援本部の実績が認められたのか学校内に一部屋用意して頂くことになった
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都度募集 令和5年度ボランティア数 延べ３０５人

学
校
に
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け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第十小学校

清瀬市立清瀬第十小学校
学校支援本部

活動開始年度 令和元年度

３人　　 学級数・延児童生徒数 １８学級・５３９人

蚕学習の様子 落ち葉清掃

焼き芋の会の様子



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.12

 その他
の内容

（※）図書室環境整備、人権の花水やり

本部運営委員会(2～3ヶ月に1回程度、不定期)
清雅包括×hitonowa×学校支援本部　活動の場作りミーティング(3ヶ月に1回)

◯パワーアップタイム(算数補修学習)丸付け補助
◯家庭科授業補助(調理実習、ミシン)
◯サタデースクール(健康けん玉、子ども食堂)
◯図書室環境整備
◯1年生生活科授業補助(シャボン玉で遊ぼう)
◯1年生昔遊び体験
◯1年生オオムラサキ見学
◯2年生町探検サポート
◯2年生介護施設・リハビリステーションの利用者との交流会
◯3年生フィールドワーク引率(町探検、ビオトープ)
◯3年生社会科見学(市役所、消防署、森田家等)
◯3年生清瀬音頭講習と旭が丘団地の歴史資料作成依頼
◯4・5年生柳瀬川体験学習
◯未来塾(放課後家庭学習時間の見守り)
◯体力テストのサポート
◯プライベートゾーン講習
◯人権の花の水やり
◯HPの開設

昨年度に続き家庭科授業補助では調理実習・ミシンサポート共にたくさんのボランティアに入っていた
だけたことで、子どもたちのグループ単位での見守りや補助ができた。それにより、子どもたちが教員
を待つことなくスムーズに進めることができた。
図書室環境整備は飾りつけを見にくる児童が増えてきていて、入りやすい図書室ができてきている。さ
らに司書の先生と連携し飾り付けに合った本を近くにおいてもらうことで少しずつではあるが読書につ
なげることができている。
担任だけではなかなか難しい校外学習が、保護者を含めたボランティアを確保したことで多く実施する
ことができた。
パワーアップタイムから移行する形で、家庭学習(宿題)の習慣を定着させる目的で未来塾をスタート。
教員なしでボランティアだけで見守りすることが出来ていて、その間に教員は会議や授業準備などを行
うことが出来ている。子どもたちも各自集中して宿題を終わらせることが出来ている。
支援本部の活動の様子を紹介するためにホームページを開設。ボランティアに興味はあれど、どういう
ものか知りたい方や自分でも出来るかどうかの判断をしてもらうために少しずつ更新をしている。ある
程度内容が増えてきたので、一度保護者全体向けにホームページの宣伝を来年度計画している。
昨年度と比べて授業のサポートや付き添いの依頼が多かった。教員の中での口コミでじわじわと広まっ
ていると感じている。担任だけでは人手が足りないようなことも、まず相談いただけるようになってき
たので、今後も無理のない範囲で進めていく予定です。
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50人　　 令和5年度ボランティア数 延べ　325人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
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に
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け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清明小学校

清明小応援団 活動開始年度 令和2年度

2人　　 学級数・延児童生徒数 １４学級・４１２人
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中学校の活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成：各校のコーディネーター 



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】
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 その他
の内容

（※）SNS講座

〇評議員会（年４回）　　〇学校運営連絡協議会（年２回）　　　　　　　　　　　　　　　〇避難
所運営連絡協議会　〇４月職員会議にて挨拶

〇講師招聘
・音楽祭の合唱指導・審査員
・職業講話→１年生対象（総合学習）
〇学校行事補助
・入学式、卒業式、音楽祭、運動会の受付等
・音楽祭のDVD販売（集計、注文）
・SNS講座
〇検定運営
・漢字検定（年２回）、英語検定（年３回）
　集金、ボランティアの募集、当日の準備・運営（試験監督へ説明等）
〇広報
・学校のHPで活動報告や手紙掲載

昨年に引き続き、学校行事の補助や検定を行うことができた。今年は、１年生対象の職業講話も地域
の方々をお招きし行った。また、清瀬小学校と隣にあるという地形を生かし協働の活動が少しずつで
きるようになっていったが、今後も機会を増やしていけるよう声かけをしていきたい。

延べ　30人
人 人

350人 2人

350人 2人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

50人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

3人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

１５人　　 令和5年度ボランティア数 延べ　３０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬中学校

学校支援本部 活動開始年度 H31年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １６学級・３７８人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】
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 その他
の内容

（※）漢字・英語検定、居場所づくり、放課後学習ルーム

学校担当者とその都度話し合い
二中保護者の会と打ち合わせ
学校運営連絡協議会への参加

①ワンデーサポート活動（取りまとめ、運営サポート）運動会、合唱コンクール、マラソン大会
②制服リサイクル活動、ベルマーク収集活動
③漢検、英検の集金、当日の検定試験監督（ボランティア取りまとめ）
④保護者の会へのサポート
⑤不登校生徒への居場所作り（ひまわりルーム開設）
⑥放課後学習ルーム開設（水曜日の放課後）
⑦特別支援学級ボランティア探し
⑧特別支援学級の畑指導（産業振興課を通して、農業委員会へお声がけ）

今年度は教員の異動が多かったので、改めて支援本部活動について個別にお話しをさせて頂き、それ
だったらと依頼を受けた事例もありました（特別支援学級畑指導など）。
今まで依頼があった事業でも、新しく担当教員が変わる事で依頼が無くなる場合もあります。
それはそれで教員の考えがあるので、支援本部としては無理に話すことはしないようにしています。
保護者の会の皆さまとも、その度に打ち合わせをしてスムーズな活動に繋がるようにしています。

延べ２００人
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

１０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

２人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

２０人　　 令和5年度ボランティア数 延べ２００人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第二中学校

二中学校支援本部 活動開始年度 平成３０年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １４学級・４５０人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ） 〇

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】
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 その他
の内容

（※）英語検定

管理職とその都度連絡を取り合い、話し合いを行う

①職場体験受け入れ事業所探し（3月に打ち合わせ、4月と5月に事業所探し）
②英語検定試験監督
③英語科アシスタント調整
④保健体育科（空手）講師調整

①今年度、管理職（校長、副校長）が２人一緒に変わられたので、学校支援本部活動についてのお話
しを年度当初に行いました。その都度、支援本部がどんな事が出来るのかを、副校長先生からお電話
等で問い合わせを頂きました。
②今まで出来ていなかった英語検定試験監督の依頼を受け、地域ボランティアの方々と行う事が出来
ました。
③学校と支援本部との良い協力体制が出来つつあり、来年度もこの流れをより強いものにして行けれ
ばと思います。

延べ３０人
３０人 ３人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

３０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

１人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

０人　　 令和5年度ボランティア数 延べ３０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第三中学校

三中学校支援本部 活動開始年度 令和２年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 １１学級・３５５人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】
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 その他
の内容

（※）職場体験事業所探し

管理職、担当教員等と、その都度話し合い

①職場体験事業所探し→10月末が始まる職場体験に向けて、夏休み中から体験先探しと調整を行う
②生徒会活動（エコキャップ運動）→ペットボトルキャップの引き取り先探し
③キャリア教育→職業講話（映像ディレクター、警察官、保育士、看護師、デザイナー、理学療法士
経営者）
④伝統行事→七夕笹飾り（地域の方々にお願いをして、笹を手配してもらい四中へ運んでもらった）
⑤制服リサイクル活動

①教員から支援本部への依頼内容のご相談が、気軽な感じでしてくださるようになって来ました。教
員も、支援本部がこんな事をしてくれたと他の教員に伝えてくれたり、支援本部が活動しやすい状況
を作ってくれています。

延べ２５人
人 人

人 人

３０人 １人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

３２人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

１人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

０人　　 令和5年度ボランティア数 延べ２５人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第四中学校

四中学校支援本部 活動開始年度 平成３１年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 ９学級・２９９人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※）

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】
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 その他
の内容

（※）

〇支援活動について校長先生からの依頼を受け、関係する先生方と打ち合わせ（随時）
〇学年保護者会、保護者代表者会などに参加し、学校支援本部の紹介や活動への協力依頼を行った。

〇　教育環境の向上並びに地域交流
　　今年度「花のチカラプロジェクト」が発足し、校内の花壇の整備を生徒、保護者、地域の方々
　　で行った
〇　講師招聘
　　全学年向け道徳授業「助け合う社会を支えるひとりになる」　→　日本赤十字社(無料)
〇　学習支援
　　第３学年対象の放課後学習支援教室　→　講師　明治薬科大学の学生さんと大学生など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（謝礼合計30,000円）

〇　花のチカラプロジェクトに参加して下さる保護者や地域の方が少しずつ増え、生徒達との交流も
進んでいるように思えます。
〇　学習支援教室に参加した生徒には好評で、学習意欲の向上や意識改革に繋がったと感じます。

延べ40人
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

６人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

2.5人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

０人　　 令和５年度ボランティア数 延べ　40　人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第五中学校

五中学校支援本部 活動開始年度 平成30年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 9学級・290人
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統括コーディネーターの活動報告 

 

【支援活動事例】 

１ 学校支援本部運営委員会 

２ 学校支援本部幹事会（その都度） 

３ コーディネーター研修会（コミュニティスクールについて）、情報交換会 

４ 教育委員会訪問に同行（芝小、十小、三中） 

５ 学生ボランティア活動報告書について検討 

６ 学校支援ボランティア募集チラシについて検討（事務局による作成） 

７ その他、配布についてコーディネーターも行った 

 

【効果や成果、課題など】 

１ 今年度は、各校の支援本部活動が活発になり、コーディネーターも忙しい 1 年だったと思います。 

講師を招いての活動について支援本部予算の講師料を使う場合において、依頼文章をコーディネーターを通

して作成をして行きます。しかし、コーディネーターを通していない事例もいくつか見られました。その都

度事務局より学校やコーディネーターに指摘をして頂きました。 

来年度は、このような事が無いように、必ずコーディネーターを通してという事を徹底して行ければと思い

ます。 

２ 教育委員会訪問に同行することにより、その学校の良いところや抱えている問題がよく分かり、支援本部と

して関われる部分はないかと考えるようになります。訪問する学校のコーディネーターにはなるべく参加し

てもらいたいと思います。一緒に問題を共有し解決する糸口を見つけていける良い機会になり、どこに支援

が必要なのかを検討していけると思います。 
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 学 校 支 援 本 部 だ よ り 等 の 紹 介 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
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